
地域の取組みをする上での課題解決のためにできること

１　明るく元気な地域づくり ２　安全で安心な地域づくり

3 健康で豊かな地域づくり ４　相談しやすい体制づくり 地域の課題のためにできそうなこと

地区別計画推進目標ごとに推進できそうなこと
１　『山の手はひとつ！』を合言葉に、日頃からの人と人をつなぐ関係を
築く

２「助けてもらいたい名簿」や、あいさつ運動により「助けて」と言い易
い地域づくりをすすめる

３あらゆる世代の人が憩い、学び、楽しめるように里山を利活用したま
ちづくり活動を生み出す

①山の手地区ふれあい夏祭りで活性化を図っていこう
・ふれあいの杜は、インスタグラムを開始。
・山の手ふれあい祭りは、インスタグラムを活用している。
・ふれあい祭りのボランティアをSNSで募集し、たくさん集まっている。
・ふれあい祭りで25人の小学生が企画に参加。チームを希望制にして行っ
た。保護者の方へはSNSにアップしてアピールしている。
・多くの施設があり協定を結んでいるが、普段のつながりが重要。
・施設は地域からの声掛けを希望。他の施設ともつながりたい。

 
②交通手段のない人への支援を広げよう
・茶の間の移動支援を開始した。・今後は、生活支援（買い物）もやってみた
い。
・小須戸のタクシーがなくなった。

①自主防災組織の充実を図っていこう
・防災キャンプを環境部とふれあい部合同で夏に開催検討中。
・防災訓練１１/８（土）小須戸コミ協と打合せ検討中。
・障がい者のグループホームは、避難所体験を中心に自治会の訓練に参加し
たことがある。
・施設のBCPでコミ協とつながりたい。
　施設との協定について、BCPとのかかわりも年度内の作成を目指す。
・見守り防犯ステッカーを福祉事業所に依頼する計画あり。
・避難場所である高校は、普段授業があり関われない。
・防災訓練を毎年行い、必要な人に必要な情報を届ける。

②「助けてもらいたい名簿」の作成をすすめよう

③自治会単位で、除雪のたすけあい活動を広げよう
・子どもや大人もボランティアに参加しやすい雰囲気をつくる。
・子どもが活躍できる場を提供する。
・中学生との関係性を強める。中学生から親に話してもらう。

３①里山の魅力を活かした事業を実施していこう
　→菩提寺山ハイキング、山遊さんハイキング等。

②伝承事業を公民館と合同で実施していこう
　→ミニ門松作り講習会、花いっぱい運動等。

・人知笑会の助け合い活動は、年10件くらいで対応している。協力者が
高齢化しており、コミ協通信で募集をしてみる。
・山の上の町内の人は、年をとったら駅前に集まって住むという発想の転換
をする。

①山の手はひとつ！あいさつ運動に取り組み、心と心のつながりを
　　築いていこう
・歳末見守り中学生ボランティアが減ってきており、中学生がイメージしやす
いボランティア募集を検討する。
・8月の区社協福祉会議で自治会へ歳末見守り事業について案内を依頼す
る。
・南自治会ではゴミ出し支援を行っている。ケアマネの利用者でもゴミ出しが
難しい方がいた。
・あったかネットがあった頃は見守りとゴミ出しをしていたが、なくなってし
まった。
・地域によっては子どもがいないため、高齢者が高齢者をを支えるしくみが
できるとよい。
・春と秋２回の花植えを行なっている。
・駅前の花の水やりを施設に声掛けし、第週1はほほえみほのかで対応。小・
中学生と交流になっている。
・舟戸クラブも水やりを行っており、地域の方も入れていきたい。
・子どもが地域で住み続けたいと思わせる。

令和7年度地域福祉懇談会ワークショップワークシート 山の手地区 開催日時：令和７年６月１９日（木）１８時～ 会場 小須戸地区ふれあい会館


